
 

 

別記書式２ 

令和 7年度 教員資格及び教育内容等の自己評価書 

【自己評価 1-1】専任教員の配置状況 

学部 

・学科等 

の名称 

専任教員数 

非常

勤教

員 

専任教員

一人あた

りの在籍

学生数 
 

備考 
教授 

准教

授 
講師 助教 計 

基準

数 

 

助手 

うち 

言語

聴覚

士の

数 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼ

ｮﾝ学部 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼ

ｮﾝ学科 

言語聴覚

学専攻 

2 人 3 人 1 人 2 人 8 人 5 人 7 人 0 人 

共通

14 人 

専門 

1 人 

9.8 人 
 

計 2 人 3 人 1 人 2 人 8 人 5 人 7 人 0 人 15 人 － 

 

【自己評価 1-2】当てはまる自己評価欄に○をつけてください。 

自己評価 評価内容 判定 

〇 
言語聴覚士である専任教員の配置人数が適正であり、かつ関連領域を教授できる医師等の専

門家が配置されている。 
３ 

  言語聴覚士である専任教員の配置人数が適正である。 ２ 

  言語聴覚士である専任教員の人数が適正でない。 １ 

 

【自己評価 1-3】当てはまる自己評価欄に○をつけてください。 

自己評価 評価内容 判定 

〇 
全ての養成所指導ガイドラインの教育内容（講義）を専任教員か、専任教員と同等以上の知

識を有する教員が担当している。 
４ 

  
９割以上の養成所指導ガイドラインの教育内容（講義）を専任教員か、専任教員と同等以上

の知識を有する教員が担当している。 
３ 

  
８割以上の養成所指導ガイドラインの教育内容（講義）を専任教員か、専任教員と同等以上

の知識を有する教員が担当している。 
２ 

  上記以外である。 １ 

 

 



 

 

 

【自己評価 2-1】養成所指導ガイドラインとの連動状況 

分野 

（基礎・ 

専門基礎 

・専門） 

指定規則 

教育内容 

相当授業 

科目名 

担当

コマ

数 

担当教員 

氏名 

職名 

（専任・

兼任） 

基礎分野 

科学的思考の基盤 

人間と生活 

社会の理解 

言語聴覚療法の基

盤 

新入生入門セミナー 15 

石黒 友康 他 

リハビリテーション学科専

任教員 

専任 

  教育学Ⅰ 15 高岸 憲二 兼任 

  教育学Ⅱ 15 令和 8 年度開講  

  医療と倫理 8 相澤 徹 兼任 

  健康科学実践 15 有光 一樹 専任 

  コミュニケーション論 8 石川 裕治 専任 

  社会学 8 玉里 恵美子 兼任 

  ジェンダー論 8 佐藤 洋子 兼任 

  国際協力論 8 秋山 純和 専任 

  地域課題研究Ⅰ 8 令和 8 年度開講  

  地域課題研究Ⅱ 15 令和 9 年度開講  

  ボランティア実践 15 

秋山 純和 

平松 真奈美 

光内 梨佐 

専任 

  
コミュニティ・コミュニ

ケーション実践 
8 池 聡 専任 

  生物学 8 安藤 千速 兼任 

  統計学 8 高地 正音 専任 

  情報処理演習 15 高地 正音 専任 

  情報リテラシー 8 高地 正音 専任 

  英語 15 田邉 法人 兼任 

  英会話入門 8 ショーン・バーゴイン 兼任 



 

 

基礎分野 

科学的思考の基盤 

人間と生活 

社会の理解 

言語聴覚療法の基

盤 

中国語入門 8 前田 正也 兼任 

  韓国語入門 8 金 美映 兼任 

  日本語リテラシー 8 公文 素子 兼任 

専門基礎

分野 

人体のしくみ・疾

病と治療 
解剖生理学 15 大迫 洋治 兼任 

  医学総論 8 相澤 徹 兼任 

  病理学 8 渡部 嘉哉 兼任 

  内科学Ｂ 8 令和 8 年度開講  

  臨床神経学 15 令和 8 年度開講  

  精神医学Ｃ 8 令和 8 年度開講  

  小児科学 8 令和 8 年度開講  

  耳鼻咽喉科学 15 関 博之 兼任 

  
臨床歯科医学・口腔・形

成外科学 
15 令和 8 年度開講  

  聴覚系医学 8 令和 8 年度開講  

  音声・言語系医学 15 令和 8 年度開講  

 心の働き 心理学 8 中野 良哉 専任 

  臨床心理学Ｃ 15 中野 良哉 専任 

  学習・認知心理学 15 
上松 智幸 

津江 美和 

専任・兼

任 

  生涯発達心理学 8 中野 良哉 専任 

  心理測定法 8 令和 8 年度開講  

 
言語とコミュニケ

ーション 
音声学 15 令和 8 年度開講  

  言語学 15 公文 素子 兼任 

  言語発達学 15 稲田 勤 専任 

  
音響学（聴覚心理学を含

む） 
15 令和 8 年度開講  

  言語音声学実習 15 令和 9 年度開講  



 

 

専門基礎

分野 

社会保障・教育と

リハビリテーショ

ン 

リハビリテーションと教

育・福祉 
8 石川 裕治 専任 

専門分野 
言語聴覚障害学総

論 
言語聴覚障害学総論 15 石川 裕治 専任 

 
言語聴覚療法管理

学 
言語聴覚療法管理学 15 令和 9 年度開講  

 
失語・高次脳機能

障害学 
失語症学 8 令和 8 年度開講  

  高次脳機能障害学 15 令和 8 年度開講  

  失語症検査・評価実習 15 令和 9 年度開講  

  
高次脳機能障害検査・評

価実習 
15 令和 8 年度開講  

  
失語・高次脳機能障害支

援実習 
15 令和 9 年度開講  

  
失語・高次脳機能障害技

法実習（PBL） 
15 令和 9 年度開講  

 言語発達障害学 言語発達障害学 15 令和 8 年度開講  

  言語発達障害検査実習 15 令和 8 年度開講  

  言語発達障害評価実習 15 令和 9 年度開講  

  言語発達障害支援実習 15 令和 9 年度開講  

  
言語発達障害技法実習

（PBL） 
15 令和 9 年度開講  

 
発声発語・摂食嚥

下障害学 
発声発語障害学 15 令和 8 年度開講  

  摂食嚥下障害学 15 令和 8 年度開講  

  
発声発語・摂食嚥下障害

検査実習 
15 令和 8 年度開講  

  
発声発語・摂食嚥下障害

評価実習 
15 令和 9 年度開講  

  
発声発語・摂食嚥下障害

支援実習 
30 令和 9 年度開講  

  
発声発語・摂食嚥下障害

技法実習（PBL） 
15 令和 9 年度開講  

 聴覚障害学 聴覚障害学 15 令和 8 年度開講  

  聴覚検査学 15 令和 8 年度開講  

  聴覚検査実習 15 令和 8 年度開講  

  補聴器・人工内耳学 8 令和 9 年度開講  



 

 

専門分野 聴覚障害学 
聴覚リハビリテーション

実習 
15 令和 9 年度開講  

 
地域言語聴覚療法

学 
地域言語聴覚療法学 8 令和 9 年度開講  

 臨床実習 
言語聴覚療法臨床実習Ⅰ

（見学実習） 
45 令和 8 年度開講  

  
言語聴覚療法臨床実習Ⅱ

（評価実習） 
135 令和 9 年度開講  

  
言語聴覚療法臨床実習Ⅲ

（総合実習） 
765 令和 10 年度開講  

展開科目 展開科目 メディアと子どもの未来 15 令和 9 年度開講  

  
マンガコミュニケーショ

ン実習 
15 村岡 正浩 兼任 

  活字デザイン論 8 令和 8 年度開講  

  
色彩ユニバーサルデザイ

ン論 
15 令和 8 年度開講  

  
コミュニケーションサポ

ート演習 
15 

光内 梨佐 

上松 智幸 
専任 

  情報メディア学入門 15 令和 9 年度開講  

  子どもの学びの多様化 15 令和 9 年度開講  

  アナウンスと伝達スキル 15 令和 9 年度開講  

  
アドバンスドテクノロジ

ーの活用 
15 令和 9 年度開講  

  視聴覚障害支援論 15 令和 9 年度開講  

  地域福祉概論 15 令和 9 年度開講  

総合科目 総合科目 
言語聴覚療法地域支援実

習 
15 令和 10 年度開講  

  応用言語聴覚療法学演習 30 令和 10 年度開講  

  
言語聴覚療法総合演習Ⅰ

（子ども） 
8 令和 10 年度開講  

  
言語聴覚療法総合演習Ⅱ

（おのな） 
8 令和 10 年度開講  

  
言語聴覚療法総合演習Ⅲ

（高齢者） 
8 令和 10 年度開講  

 

 

 

 



 

 

【自己評価 2-2】当てはまる自己評価欄に○をつけてください。 

自己評価 評価内容 判定 

〇 養成所指導ガイドラインに基づき、教育課程を体系的に編成している。 ３ 

  養成所指導ガイドラインに基づき、教育課程をおおむね体系的に編成している。 ２ 

  養成所指導ガイドラインに基づいていない、または教育課程を体系的に編成していない。 １ 

 

【自己評価 2-3】当てはまる自己評価欄に○をつけてください。 

自己評価 評価内容 判定 

〇 シラバスにすべての授業科目の授業計画、全体目標、成績評価基準・方法を明記している。 ４ 

  

シラバスにすべての授業科目の授業計画、全体目標、成績評価基準・方法をおおむね明記し

ている。または、大半の授業科目の授業計画、全体目標、成績評価基準・方法を明記してい

る。 

２ 

  シラバスの記載が十分ではない。 ２ 

  シラバスが作成されていない。 １ 

 

【自己評価 3-1】当てはまる自己評価欄に○をつけてください。 

自己評価 評価内容 判定 

〇 養成所指導ガイドラインに従った臨床実習を実施している。 ４ 

  養成所指導ガイドラインに従った臨床実習をおおむね実施している。 ３ 

  養成所指導ガイドラインに従った臨床実習を十分に実施していない。 ２ 

  養成所指導ガイドラインに従った臨床実習を実施していない。 １ 

 

【自己評価 3-2】当てはまる自己評価欄に○をつけてください。 

自己評価 評価内容 判定 

〇 講義と関連の実習が十分に連動して実施されている。 ４ 

  講義と関連の実習がおおむね連動して実施されている。 ３ 

  講義と関連の実習が十分に連動して実施されていない。 ２ 

  講義と関連の実習が連動して実施されていない。 １ 

 

●基本情報：臨床実習の見学又は実践する範囲とそれに関連する講義科目それぞれの開講時期を記入してくださ

い。 

臨床実習の見学又は実践する範囲 開講時期 関連講義名 開講時期 

言語聴覚療法の実践内容及び業務の見

学・体験 

 

2 年前期 

言語聴覚障害学総論 1 年前期 

リハビリテーションと教育・福祉 1 年前期 

失語症学 2 年前期 



 

 

言語聴覚療法療法実習Ⅰ 

（見学実習） 

高次脳機能障害学 2 年前期 

言語発達障害学 2 年前期 

発声発語障害学 2 年前期 

聴覚障害学 2 年前期 

対象者の評価、結果の統合と解釈、そ

の記録・報告等の言語聴覚療法評価過

程の見学と実践 

 

言語聴覚療法臨床実習Ⅱ 

（評価実習） 

3 年後期 

高次脳機能検査・評価実習 2 年後期 

失語症検査・評価実習 3 年前期 

言語発達障害検査実習 2 年後期 

言語発達障害評価実習 3 年前期 

失語症検査・評価実習 3 年前期 

失語・高次脳機能障害技法実習

（PBL） 
3 年後期 

言語発達障害技法実習（PBL） 3 年後期 

対象者の評価、結果の統合と解釈、治

療計画の立案と実勢、その記録・報告

等の言語聴覚療法の一連の過程の実践 

 

言語聴覚療法臨床実習Ⅲ 

（総合実習） 

4 年前期 

言語聴覚障害学総論 1 年前期 

言語聴覚療法管理学 3 年後期 

失語症学 2 年前期 

高次脳機能障害学 2 年前期 

失語症検査・評価実習 3 年前期 

高次脳機能障害検査・評価実習 2 年後期 

失語・高次脳機能障害支援実習 3 年後期 

失語・高次脳機能障害技法実習

（PBL） 
3 年後期 

言語発達障害学 2 年前期 

言語発達障害検査実習 2 年後期 

言語発達障害評価実習 3 年前期 

言語発達障害支援実習 3 年後期 

言語発達障害技法実習（PBL） 3 年後期 

発声発語障害学 2 年前期 

摂食嚥下障害学 2 年後期 

発声発語・摂食嚥下障害検査実習 2 年後期 

発声発語・摂食嚥下障害評価実習 3 年前期 

発声発語・摂食嚥下障害支援実習 
3 年前期・後

期 

発声発語・摂食嚥下障害技法実習

（PBL） 
3 年後期 



 

 

聴覚障害学 2 年前期 

聴覚検査学 2 年後期 

聴覚検査実習 2 年後期 

補聴器・人工内耳学 3 年前期 

聴覚リハビリテーション実習 3 年後期 

地域言語聴覚療法学 3 年前期 

学校又は養成所において実施する実施

する技能習得到達度評価 

 

言語聴覚療法臨床実習Ⅲ 

（総合実習） 

 

1 単位（45 時間）履修 

 

4 年前期 

失語症検査・評価実習 3 年前期 

高次脳機能障害検査・評価実習 2 年後期 

失語・高次脳機能障害技法実習

（PBL） 
3 年後期 

言語発達障害検査実習 2 年後期 

言語発達障害評価実習 3 年前期 

発声発語・摂食嚥下障害評価実習 3 年前期 

発声発語・摂食嚥下障害支援実習 
3 年前期・後

期 

発声発語・摂食嚥下障害技法実習

（PBL） 
3 年後期 

聴覚検査実習 2 年後期 

聴覚リハビリテーション実習 3 年後期 

 

【自己評価 3-3】当てはまる自己評価欄に○をつけてください。 

自己評価 評価内容 判定 

〇 適正な臨床実習指導者の下で実習が実施されている。 ４ 

  適正な教員の監督指導の下で実習がおおむね実施されている。 ３ 

  適正な教員の監督指導の下で実習が十分に実施されていない。 ２ 

  適正な教員の監督指導の下で実習が実施されていない。 １ 

 

【自己評価 3-4】当てはまる自己評価欄に○をつけてください。 

自己評価 評価内容 判定 

〇 臨床実習におけるハラスメント防止のための体制があり、対応が十分である。 ３ 

  臨床実習におけるハラスメント防止のための体制はあるが、対応が十分でない。 ２ 

  臨床実習におけるハラスメント防止のための体制がなく、対応も不十分である。 １ 

 

【自己評価 3-5】当てはまる自己評価欄に○をつけてください。 

自己評価 評価内容 判定 



 

 

○ 
臨床実習の実施にあたっては、臨床実習施設との緊密な連携体制をもって、ハラスメントの

予防に努めている。 
４ 

 
臨床実習の実施にあたっては、臨床実習施設との緊密な連携体制をもって、ハラスメントの

予防におおむね努めている。 
３ 

  
臨床実習の実施にあたっては、臨床実習施設との緊密な連携体制をもって、ハラスメントの

予防に十分に努められていない。 
２ 

  
臨床実習の実施にあたっては、臨床実習施設との緊密な連携体制をもって、ハラスメントの

予防に努めていない。 
１ 

 

【自己評価 4-1】当てはまる自己評価欄に〇をつけてください。 

自己評価 評価内容 判定 

〇 自己点検・評価の体制があり、改善に向けて機能している。 ３ 

  自己点検・評価の体制はあるが、改善に向けて機能していない。 ２ 

  自己点検・評価の体制がない。 １ 

 

●基本情報：自己点検・評価体制を記入してください。 

自己点検・評価組織名  内部質保証委員会 

委員名（委員長） 

（１）学長 

（２）学部長 

（３）教務部長 

（４）学生部長 

（５）図書館長 

（６）国家試験対策部長 

（７）学科長 

（８）各専攻長 

（９）事務局長 

（10）IR 推進室長 

（12）学長が委嘱する教職員 

委員長は、学長が指名する。 

委員会等の開催頻度  毎月１回会議を開催 

委員会等の取り組み内容 

（１） 自己点検・評価の基本方針及び実施計画の策定に関する事項 

（２） 自己点検・評価の実施ならびに報告書の作成に関する事項 

（３） 内部質保証の基本方針に関する事項 

（４） 内部質保証の体制に関する事項 

（５） 内部質保証の仕組みに関する事項 

（６） 内部質保証の推進に係る諸情報の活用に関する事項 

（７） 認証評価及びその他第三者評価に関する事項 



 

 

（８） その他、自己点検・評価に関する事項 

（９） その他、内部質保証に関すること 

自己点検・評価結果の公表 ＨＰで公表（URL：https://kpur.ac.jp/about/johokokai/） 

 

【自己評価 4-2】当てはまる自己評価欄に○をつけてください。 

自己評価 評価内容 判定 

〇 シラバス記載内容を改善する仕組みがあり、シラバスの記載内容の改善が行われている。 ３ 

  
シラバス記載内容を改善する仕組みはあるが、シラバスの記載内容の改善は十分ではな

い。 
２ 

  シラバス記載内容を改善する仕組みがない。 １ 

●基本情報：シラバス記載内容を改善する仕組みについて記入してください。 

該当する

仕組み 

名称  教務委員会 

委員構成等  教務部長、教務課長、学長が委嘱する教職員 

改善の仕組みの実際 

 シラバスの必要性、役割、作成方法等を記載した「シラバス作成ガイ

ドライン」を作成し、シラバスが PDCA サイクルにおいて重要な意味を持

つことを、科目担当教員に説明している。科目担当教員が作成したシラ

バスは、教務課ならびに教務委員長にて点検を実施し、不明瞭な点等が

確認された場合は、修正のうえで公表する仕組みを取っている。 
 

 

【自己評価 4-3】自己点検、自己評価及びその結果を改善に繋げるための取り組みを記入してください。 

 自己点検、自己評価及びその結果について、全教職員で共有するとともに、内部質保証委員会において、課題

を洗い出し、改善に向けた検討を行う。 

 検討結果については、必要に応じて運営会議や教授会において報告を行うとともに、具体的な取り組みにつ

いて協議を行い、改善に繋げていく。 

 

 
 

 


